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要 旨 最近，街中では，フードっき衣服を着用している人を見かけることが多く，コレクションなどでも多数

発表されている。そこで，フードっき衣服を理解するため，その歴史の変遷と，現在のフードっき衣服の特徴を調べ

ることとした。研究方法は フードの歴史をまとめ年表を作成し考察を行った。また 1987年春夏から 1996~97年秋

冬までの10年間のフードっき衣服をファッション雑誌より抜粋し，分類，整理し，服種，素材，前端，フードの仕立

て方・大きさ・型について表にまとめ考察した。結果，フードっき衣服の歴史は，大変古く紀元前より，防寒防暑・

防護，宗教的な理由や装飾目的など，様々な時代背景や理由により人々に着用されてきたことが分かった。また，特

筆すべきは，調査した10年間のフードっき衣服の総数の約50%が， .1990年から1992年に大流行した事が判明した。季

節的には，秋冬に好まれている傾向がある事も分かつた。

はじめに

最近，街中では，フードっき衣服を着用して

いる人を見かけることが多く，コレクションな

どでも多数発表されてきた。フードっき衣服の

歴史は大変古く，現在に至るまで，老若男女を

問わず，様々な人々に愛用され，その種類も豊

富で，コートのような防寒目的のものから，フ

ォーマルドレスのような礼装用に至るまで大変

幅広く用いられている。そこで，フードっき衣

服の変化の歴史を知るために年表を作り，各時

代ごとにその特徴を調べてまとめた。また，最

近のフードっき衣服を把握するために，ファッ

ション雑誌より， 1987年春夏から 1996~97年秋

冬までの10年間のフードっき衣服を抜粋し春

夏，秋冬の20シーズンに分け，服種や素材など

を分類・整理し，考察を行った。

* 本学助手被服構成学
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E 調査研究

1 .フード(hood)の語源と意味について1)2) 3) 

2.歴史に見られるフードっき衣服について

1) -8) 

紀元前約600年頃から現代に至る間でフード

っき衣服変化の歴史を調べ，年表を作成した。

3. ファッション雑誌9) による1987年春夏か

ら 1996~97年秋冬の10年間のフードっき衣服に

ついて，次のように調査しまとめた。

(1)資料の収集

資料の文献は， 1987年から1997年までに発行

されたファッション雑誌Collezioniから収集し

た。対象となった資料数は1987年春夏から1996

~97年秋冬までの10年間，春夏10シーズン，秋

冬10シーズンの総数492点の資料でフードっき

の衣服全てを抜粋した。

表 1は収集した資料をまとめるための調査項



表1 資料の調査項目と記入例

年・シーズン 1990~91 A/W 

lぷ;92 101 111 137 143 180 196 218 229 259 

①服種 マント コート コート ブラウス セーター ジャンノfー 炉、ツフルコート コート ノfーカー コート

②素材 ポリエステル 毛 皮革 ポリエステル 毛 毛 毛 来日 毛 ポリエステル

③布地名 網目地 モッサ スウェード ニット ニット フラノ モッサ サテン リバーシブル ジャガード

④前端 シングル ダブル ファスナー ファスナー わだち シングル シングル シングル シングル シングル

⑤裏の有無 無し 無し 裏面は毛 無し 無し 共布 共布 共布 無し 無し

⑥7-ドの仕立て方 一重仕立て 一重仕立て 無双仕立て 一重仕立て 二重で折り返す 無双仕立て 無双仕立て 無双仕立て 一重仕立て }重仕立て

⑦フードの大きさ 大きめ 大きめ

③フードの型 A G 

⑨デザイナー PACO BYBLOS 

RABANNE 

目とその記載例である。

(2) 分類・整理

大きめ ひ。ったり

A B 

GTORGTO ODTLE 

ARルfANI LANCON 

フードっき衣服の出現数を知るために，年-

シーズン別に分類・整理した。分類項目は次の

通りである。

①フードっき衣服の服種

②素材

③布地名

④前端

⑤フードの裏の有無

⑥フードの仕立て方

⑦フードの大きさ

③フードの型 :A~Hの 8 つの型に分類

(⑨デザイナー)

E 結果及び考察

1 .フード (hood)の語源と意味について

フードとは，正確に発音するなら，フッド

(hood) と発音し，フードという言葉は，オー

ルドイングリッシュ(古代英語)で，ハット

(h剖)と同義源である。つまりかぶりもの，頭

に頂くものという事で 古い時代にハット(帽

子)とフード(頭巾)とに別れたことになる。

もともとはハット・キャップ・ボンネットと並

ぶ帽子の基本型のひとつで，なかでも頭巾風の

小さめ 小さめ 大きめ 大きめ 大きめ 大きめ

C C A A A D 

SONIA SYBTLLA OLIVER GHOST 日TROMTCHT JEANLOUTS 

RYKIEL NAKANO SCHERRER 
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かぶりもののことを，フードと呼ぶようになっ

た。フードは，フランス5苦ではカプション

(capuchon)又は，キャプションとも言い，こ

れはイタリア語のカプチオン (cappuccio)か

らきたもので，もともとはラテン語のカプトゥ

(caput)が語源で，これは， I頭」を意味した

語である l)0

そして，フードの意味はくおおい〉という意

味をふくんだ語で，頭をゆったりと覆っている

くずきん〉のことをいい，布地でぐるぐる巻い

たようなものではなく あらかじめふくろ型に

つくられているものに限られる口男女いずれに

もかぶられ，衣服に付属して用いる場合とあご

下で結ぶようにして，単独に用いる場合とがあ

る九このように，フードの総称には数多くの

呼び名があるが，以下本稿では，便宜上， Iフ
ード」又は「頭巾jと言う呼称を使用し， I衣
服に付属して用いる場合のフード」を意味する。

「フードJは，語意の通り，頭を包み，首の

回りをしめる形状のものであり，通常は，外側

の外衣に付属し，気軽にかぶったり，脱いだり

するゆったりとした型もの3) は，季候などによ

りいつでもどこでも着用する事ができ，防寒用，

防暑用として，又，ファッションとしても多く

の人々に愛用されている。

2.歴史に見られるフードっき衣服について



表2 フードっき衣服の歴史

年代 | フードの歴史

紀元前 |キトンの肩でゆとりある折り返しの部分が“フード"として使われる簡単なものであった4)

紀元後

マントやクロークを頭の上よりフードとしてかぶる4)

マントに“ククルス"という頭巾を付ける

図1-No.l

ピザンチン時代| この時代にさまざまな型の帽子(ターバン・ベレー・シルクハットなど)が流行九フ

ード(頭巾)は，頭にかぶった外套の折り重ねひだでとられ着用される

ガリア人の着用する典型的なマントは フードっきのケープで“パルドククルス"といわ

れ，多くの地方の子供・農民・旅行者・一般市民が着用4)

聖職者は，ダマルチカとフードっきの上祭服(旅行者のクローク)を着用6)

ロマネスク時代| この時代の服装の中で，特に注目されるのは，“フードっきクローク"であり，旅行

者・奴隷・カトリック教徒など多くの人々に着用される

十字軍の遠征の時，頭全体を防護する目的のフードっき衣類である鎖雌子のコートを着用7)

フードっきのマント“シャープ"を着用。これは“パルドククルス"や南部でいう“パラ

ンドラ"の名残である 4). 図1-No.2

シャープと頭巾が別れて頭巾は独立し，かぶりものの“シャプロン"となる。男女共通4)

中世コ守シック時代| この時代の男子服の一つの特徴として，フードがあげられる。初期のロマネスクのフー

ドっきクロークは，短くなりクロークというよりフードそのものとなる6)

スウェーデンのボックステンの沼沢地帯で男性の衣服とフードが発見される7)

ルネッサンス時代| この時代あたりから女性の装飾を目的としたフードが出初め，婦人の聞でフードが流行

女性は，膨らんだ髪型にあわせ湾曲したシャプロンを使用4)

冬には，フードっきケープを着用 図トNo.3

17世紀~ I宮廷の葬儀の際は親王たちは “ドミノ" (頭巾っき黒衣)を着用4)

18世紀~ Iフードに毛皮っきのマントを着用 図1・No.4

女性の大きな髪型を包み込むフードの“カラッシュ"“カブリオレ"が流行4)

19世紀~ I男性用フードっきコート“アルスター"を女性が着用 図1・No.58
)

フードの付いた婦人用コート“カピション"が流行

20世紀~
1920~ Iスキーがスポーツ化し，スキーウェアでフードっき衣服の“パーカー"が着用される

1924 Iエベレスト遠征に使用され，エスキモーの着用していた“アノラック"が一般化される

1939 Iイギリス海軍が“ダッフルコート"を着用 これが全世界へ広まり一般化される

1941 I防空頭巾が奨励される

1952 Iフードっきビニールレインコートの流行

1970~ Iサンローランがフードっきのコートに注目

1975 Iパリの秋冬プレタポルテ・コレクションでフードっき衣服に注目が集まる

1976~77秋冬|フードにもなる大きなタートルネックが流行

パーカーの大流行

1981 ~82秋冬|色々なバリエーションのダッフルコートが多く登場
1990~921 様々なフードっき衣服が大流行しコレクションでも数多く発表される 図1・No.6

90年は，パーカーが異常なまでに話題となり，着用率も89年の4.5%に対し， 8.1 %と約 2

倍の伸びとなりシーズンを通して流行

1996~97秋冬|カラーバリエーシヨンのそろったダ、ツフルコートが大流行，学生からサラリーマンにも着
用され幅広い層が受け入れる 図1・No.7
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図1・No.1 図1・No.2 図1・No.3
BC600年ペロポネソス風
巻衣の婦人

1150年羊飼いの像
シャルトル大聖堂国
王用正面入り口より

1643年ホラー「四季」
パリ国立図書館版画室蔵

図1・No.4
1750年ナティ工

「ティリエール伯爵夫人」
ロンドン・ウォーレス・コレクションよりルーブル美術館蔵

フードっき衣服の歴史は大変古く，キリスト

の誕生や復活など表現した像や宗教画などの類

いのものには，フードに似たかぶりものや頭を

すっぽりと覆ったマントのような服などを着用

しているものが大変多くみられる。こうした絵

画などは，中世ヨ}ロッパで描かれたものがほ

とんどであり，正確に当時の服装の歴史を反映

したものとまではいかないが，フードの歴史を

知るうえでは大変重要な資料であり，これらの

宗教画，像などを手掛かりにし歴史の詳細を辿

りフードの歴史を年表にし考察した(表2)。

紀元前600年頃，古代ギリシャ人の着用して

いたものにキトンがあるが，それにひだをとり，

頭からかぶったものもフードの一種と考えられ

る。農民のかぶっていたフードは，やがて僧侶

の服に取り入れられ 11世紀以降に発展してい

くことになる。実際宗教画などからも修道服に

は，フードを伴っているものが多く見られ， 13 

世紀の僧侶などに用いられた服は，古代ギリシ

ャ人の農民のかぶっていたフードと同じような

先端のとがったフードがみられるのである。ま

た，ピザンチン時代の特徴としては，さまざま

な型の帽子が流行し，フードもまた外套につき

着用されていた。ロマネスク時代は，フードつ
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きのマント“シャープ"が着用され，これは15

世紀ごろまで残り 頭巾は独立したかぶりも

のの“シャプロン"という男女共通ものになっ

た。中世ゴシック時代の男子服の一つの要素と

してフードがあげられ初期のロマネスクのフ

ードっきクロークは，短くなりクロークという

よりフードそのものとなる。

11----16世紀にかけての中世期は，フードの最

盛期であり，カウル，コイフ，アルムス，シャ

プロンといったようにさまざまなバリエーショ

ンに富んだフードを生んだ。中世紀時代の全体

的な特徴としては非常に宗教色が強く，外套と

しての役割もしているが，儀式や祭などに用い

られている場合が多く，フードっきの衣服は，

実用的というより権威付けといった感じであ

り，主に聖職者が着用していた。

ルネッサンス時代は，婦人の間でフードが流

行し膨らんだ大きな髪型に合わせた“シャプロ

ン"を使用し，フードっきのケープなども着用

されていた。 18世紀頃には，カラッシユ，カブ

リオレとよばれる大きなフードが用いられ，当

時のフランス宮廷で大流行した巨大な頭を包む

ために考案されたものであり，後のボンネット

のもととなったといわれている。ルネッサンス，



図1・NO.5 図1・No開6 図1-No.7
1876年フードっき婦人用“アルスター"

ハーパス・バザー誌
1991....92年COLLEZIONINO.18 

BYBLOS 
1997年2月新宿駅西日
夕、ツフルコートの着用者

18~19世紀の特徴としては，貴族，中流階級の

おしゃれを目的としたものが多く，フードの素

材としても，薄絹・ベルベット・レース・毛皮

など多種多様で，装飾性の強いものがかなり多

く，膨らんだ大きな髪型の乱れの防護もした。

また， 19世紀後半には，フードのついた男性用

のコート“アルスター"が女性に着用された。

1900年代に入るとフードっき衣服は，さまざ

まな服に取り入れられ，至るところで着用され

ているのがわかる D 元来，北欧の漁夫が着用し

ていたダッフルコートも，第二次世界大戦後，

イギリスの軍隊により用いられ全世界へ広まっ

たとされている。そして今なお，このダッフル

コートは，世代，男女を問わず普遍的な人気を

得ている。また，フードのついた衣服として，

代表的なものに，極寒の民族であるエスキモー

たちが，寒さから身を守るために着用している

アノラック，パーカーがあるが，これがはじめ

て使用されたのが1924年のイギリスのエベレス

ト遠征の時といわれている。また，暑い国では，

頭部を強い太陽の直射から守るためや砂漠の砂

から守るため民族衣装の“ジェラパ"や“ハン

デイラ"などのフードっき衣服を着用している

地域も見られる。スキーがスポーツとして一般

化し，パーカーがスキーウェアとして取り入れ
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られたのは， 1930年代に入ってからである。現

在でも，登山やスキーなどの防寒保温目的とし

て着用される一方で，ファッション化している。

そして， 1976年から1977年の冬には，パーカー

が大流行し，バリエーションに富んだものもた

くさん出回った。また，この年には頭にかぶる

ための大きなタートルネックのセーターも流行

した。 1990年から1991年にかけては，スポーテ

イファッションの流行に伴いほとんどのデザイ

ナーがコレクションなどでフードっき衣服を発

表し，大流行となった。さまざまな服種に取り

入れられコートやジャンパーはもちろんのこ

と，ワンピースやブラウス， ドレスに至るまで

フードの衣服が登場した。そして， 1996年から

1997年の秋冬では，また，ダッフルコートの人

気が高まり，色も今までの定番のカラーである

ページ、ユや紺色はもちろんのこと，赤，青，白，

オレンジなど，今までに見られなかったような

色合いが出揃い，丈はショート丈もあるが，今

までには見れなかったようなロング丈のものが

若い層に人気があった。着用している層も幅広

く，高校生は制服の上に，また，サラリーマン

はスーツの上にコートとして着るなど，数多く

見受けられた。



表3 年・シーズン別フードっき衣服の資料数と割合

年・シーズン 資料数 割合(%)
87SS 5 1.0 

87~88AW 22 4.8 
88SS 2 0.4 

88~89AW 。 。
89SS 15 3.0 

89~90AW 29 5.9 
90SS 18 3.7 

90~91AW 171 34.8 
91SS 27 5.5 

91~92AW 86 17.5 
92SS 6 1.2 

92~93AW 37 7.5 
93SS 6 1.2 

93~94AW 13 2.6 
94SS 2 0.4 

94~95AW 14 2.8 
95SS 5 1.0 

95~96AW 16 3.3 
96SS 3 0.6 

96~97AW 15 3.0 
合計 492 

(※SS=春夏・ AW=秋冬の略)

3. ファッション雑誌による1987年春夏から

1996~97年秋冬の10年間のフードっき衣服につ

いて

(1) 年・シーズンごとの資料数

10年間のフードっき衣服の資料数は，表3に

50 
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11 1 ¥ /1¥ 
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87-88AW88-89AW砂卯AW90、91AW9ト92AW92-93AW93・94AW倒、95AW95、96AW96-97AW

図2 年・シーズン別フードっき衣服の割合

示す通りで492点あり，中でも特筆すべきは，

1990年から91年にかけての秋冬のフードっき衣

服の出現率である。 10年間における資料総数の

約35%を占め，翌年の秋冬も 17.5%と， 1990年

から92年の 2年間で総数の50%以上を占め，こ

の時期いかに，フードっき衣服が大流行したか

を物語っている(図 2)。以後， 1993年から現

在までの 5年間は，横ばい状態である。近時の

傾向としては，防寒防暑の時候でフードを活用

表4 フードの服種別出現数

スン} ン 年 資料数 コート 毛皮のコート ジ、ヤケyトブラウス セータ』 ワンピース ジャンパー パーカー ケープ ドレス そのi自
シャツ

87 5 。。l 2 2 。。。。。。
88 2 。。 。。。。。。。
89 15 4 。4 4 2 。。。 。。
90 18 2 。l 5 。2 。3 l 。4 

91 27 13 。5 2 3 l 。 。
春

92 6 。 。。2 。。。
夏 93 6 。。 。2 1 l 。。。

94 2 2 。。。。。。。。。。
95 5 。。2 。。。。。。2 

96 3 。。。。2 。。 。。。
春夏の合計 89 25 。12 18 8 5 4 8 2 6 

87~88 22 9 5 3 3 。。 。。。
88~89 。。。。。。。。。。。。
89~90 29 12 2 6 2 。 。3 

90~91 171 71 3 10 15 34 5 12 12 2 2 5 

91~92 86 46 3 2 6 7 2 9 4 2 3 2 
秋

92~93 37 14 3 2 3 6 。5 。3 。
冬 93~94 13 6 。。。3 2 。 。。

94~95 14 4 。3 2 。。 2 。
95~96 16 6 3 。。2 1 2 。1 。
96~97 15 8 。2 。2 。 。。
秋冬の合計 403 176 20 22 32 61 10 31 20 14 8 9 

10年間の合計 492 201 20 34 50 69 15 35 28 16 9 15 

割合(%)~ 40.9 4.1 6.9 10.2 14.0 3.0 7.1 5.7 3.3 1.8 3.0 
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した方が良いと思われるときでも，フードをか

ぶっている人を見かけないが，しかし，季節的

には秋冬に好まれる傾向がある事が分かる。

(2) 項目別分類結果

① フードっき衣服の服種

表4は，フードが多く見られた服を10種類に

分け，その他(カーデイガン，コンビネゾン，

マントなど)，点数の少ないものをまとめ計11

種類に分類した。

図3に示す通り，もっともフードっき衣服で

多かったのは，コートであり全体の割合の約 4

1%を占め，毛皮のコートと合わせるとその割

合は， 45%と，約半数近い割合を占めてると言

える。コート(図 4)は，最も外側に着用する

衣服のため，フードをかぶらない時でも邪魔に

ならないという利点と，また，外側だと容易に

着脱することが可能という事から多いのではな

いかと推測される。また，フードっきの衣服は，

少数ながらもドレス(図 5)やワンピースなど

と言ったフードの実用性を目的としない衣服に

1990"'91年秋冬 GIANNIVERSACE 1990"'91秋冬 MISSONI
MODAIN NO.58 FASHION NEWS 

図4 コート

1996 OCTOBER Vol.37 LAPIDUS FASHION NEWS 

図5 ドレス

まで見られることが分かる。このことから，フ

ードは防寒や防暑以外に 装飾を目的としたも

のもあることがわかる。シーズンで見ると，フ

ードっきのどのアイテムでも春夏よりも秋冬用

コート 毛皮のコートジャケット ブラウス セーター ワンピースジャンパーパーカー ケープ ドレス その他
シャツ

図6 フードの春夏・秋冬の服種別出現数
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表5 フードの素材別出現数

シーズン~ 毛 縮化合織 綿・麻 ニット 皮革 毛皮

87 。 5 。。。。
88 。 。。。
89 5 8 。 2 。 ()_J 
90 3 6 9 。。。

春 91 。 16 10 。 。
92 。 4 2 。。。

夏 93 。 。。。
94 。 。。。
95 。。 5 。。。
96 。 2 。。。

合計 8 46 31 2 

87~88 7 4 1 4 5 

88~89 。。。。。。
89~90 14 10 。 2 2 

90~91 47 49 22 39 12 2 

秋 91 ~92 13 43 6 15 6 3 

92~93 6 21 2 5 。 3 

冬 93~94 5 3 3 2 。。
94~95 3 4 。 5 2 。
95~96 1 11 。 1 。 3 

96~97 2 7 。 3 2 

合計 98 152 34 76 24 19 

10年間の合計 106 198 65 78 25 20 

割合(%) 21.5 40.2 13.2 15.9 5.1 4.1 

表6
フードっき衣服の前端・フードの仕立て方と大きさの出現数

村
前端 フードの仕立て方 フードの大きさ

Jシグンレ ルプダ 使五ナtZ4I3 わだち
布表主要班裏布仕布別立て毛庄 ー重生モ モ辛青= 主め主音め 2万

87 o 1 1 1 1 3 1 1 0 1 1 0 3 1 0 。。 3 1 2 
88 o 1 1 o 1 1 。。 o 1 1 1 1 0 o 1 1 1 1 0 
89 4 1 3 1 1 6 2 1 0 4 1 0 5 1 4 1 1 2 9 1 3 
90 8 1 2 6 1 2 。。 3 1 0 151 0 3 1 2 131 0 

春 91 171 4 3 1 3 151 0 4 1 0 6 1 2 2 1 2 221 1 
92 2 1 0 3 1 1 1 1 0 。。 4 1 0 1 1 4 o 1 1 

夏 93 4 1 0 111 111 。。 4 1 0 1 1 3 2 1 0 
94 111 。。 。。 。。 2 1 0 o 1 1 1 1 0 
95 2 1 0 3 1 0 1 1 0 。。 4 1 0 4 1 1 。。
96 1 1 0 o 1 2 。。 。。 3 1 0 1 1 0 o 1 2 
合計 391 12 181 19 211 1 131 1 471 6 13 1 16 51 1 9 
8H8 101 6 1 1 3 8 1 1 2 1 8 3 1 0 4 1 4 111 3 
8H9 。。 。。 。。 。。 。。 。。 。。
89~90 141 1 o 1 8 9 1 1 3 1 0 121 4 2 1 4 191 4 

秋
90~91 691 15 481 52 371 22 171 7 61127 21 1 14 103 33 
91、92381 6 261 13 251 13 8 1 3 331 4 11 116 48 11 
9H3 151 4 9 1 8 9 1 4 5 1 5 13 1 1 3 110 151 9 

タに 9H4 6 1 3 1 1 3 3 1 0 2 1 2 6 1 0 3 1 1 7 1 2 
94~95 8 1 2 o 1 4 2 1 0 111 101 0 2 1 2 8 1 2 
95~96 7 1 1 6 1 2 4 1 1 4 1 3 4 1 0 1 1 6 7 1 2 
96~97 7 1 0 5 1 3 4 1 2 4 1 0 2 1 3 4 1 2 6 1 3 
合計 174 381 96 961101 44146 291144 391 51 601224 68 

10年間の合計 213 501114 115 122 45159 301191 45164 761275 77 
日喧(%) 43.2 10.2 23.1 23.3 24.8 直112 6.1 旦型」 13.0 15.4 |型 15.7 

( 100 ) 

口毛 21.5%
~絹・化合繊 40.2%
図綿・麻 13.2%
図ニット 15.9%
圏皮革 5.1%
圏毛皮 4.1%

図7 フードの素材別出現率

衣服にフードは多いことがわかる(図 6)。

② 素材と布地

表 5は，素材の出現数を示したものである。

素材は，毛，絹・化合繊，綿・麻，ニット，皮

革，毛皮の 6種類に分類した。素材については

様々な素材が使用されているが，図 7に示す通

り，絹・化合繊は，全体の約40%を占めており，

かなり使用されていることが分かる。またフー

ドが冬に流行するという理由からか，秋冬に，

毛・ニット・毛皮・皮革などが多く見られ，春

夏には，ほとんど見られない。絹・化合繊・

綿・麻は，年間を通し使用されている素材であ

ることが分かる。

フードっき衣服に見られる布地の特徴として

は，リーバシブルなどフードの仕立てが簡単で，

尚且つ，見た目にもきれいに見えるという利点

から，毛の中でも頻繁に使用されている。その

他，絹・化合繊の中では，オーガンデイやサテ

ンといった軽やかな素材なども多く使用されて

いる。

③ 前端・フードの仕立て方・フードの大き

さについて

表6は，前端，フードの仕立て方，フードの

大きさについて分類整理したものである。前端

については，フードが襟の要素を持つものとし

て考えられるので，身頃の前端からフードへの

つながり方を把握する為に，前端がシングル前

ダブル前，わだち，ファスナー使いの 4種類に

分類(図 8)して調べた。結果，図 9に示す通

り，シングル前の場合が，約43%で大半を占め，

わだちとファスナー使いはほぼ同数の約23%ず



シングル ダブル わだち ファスナー使い
図8 フードっき衣服の前端の分類

合計

口シングル 43.2%
園ダブル 10.2%
図ファスナー使い 23.1%
圏わだち 23.3%

図9 フードっき衣服の前端の出現率

つであり，ダブル前は，約10%であった。シン

グル前が多いのは，前端からそのまま直線的な

ラインで身頃からフードへとつながるのできれ

いでありバランスもよいと思われる。ダブル前

のフードっき衣服でよく見られるものは，ダツ

フルコートやセーラーカラー風のフードが，そ

の代表としてあげられる。また，わだちの前端

の場合，フードもタートルネックのような型の

ものでわだちであり わだちの身頃の延長にフ

ードがあるものがほとんどである。フードっき

セーターに多く見られる前端である。ファスナ

ー使いもジャンパーやパーカーといったカジ、ユ

アル的なものに多く フード自体がカジ、ユアル

といった印象を受けるので ファスナー使いの

前端のものも多いのではないかと推測される。

フードの仕立て方については，無双仕立て，

一重仕立て，二重で折り返す，の 3種類の方法

に分類し(図10)，さらに無双仕立てのフード

の裏面が，どのような布で出来ているのか，表

布，裏布，別布，毛皮の 4種類に分けた。図11

に示す通り，無双仕立ては全体の約半数を占め

その中で，裏面に表布使用は全体の約25%で次

無理仕立て 一重仕立て 二重で折り返す
図10 フード仕立て方の分類
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イ'i'"d.1

無双仕立て 52.0%
口共布 24.8%ーパ
圏裏布 9.1% 川
図別布 12%
図毛皮 6.1%_j  

四一重仕立て 38.8%
圏二重で折り返す 9.1%

図11 フードの仕立て方の出現率

に別布使用が12%であり，このことはかぶって

もかぶらなくても裏面が見えるフードにとっ

て，重要な仕立て方であり，かなり裏面を意識

して仕立てているといえる。また，一重仕立て

は全体の約39%を占め 軽やかに仕立てる場合

や，リバーシブルのような素材のものに使われ

ている。二重で折り返しの仕立ては約 9%だが，

ニット系の素材に多く見られ， Tシャツ，セー

ターなどについたフードの仕立て方に多いこと

が分かつた。

フードの大きさについては，見た目のゆとり

の感じで，小さめ，普通，大きめ，ぴったりと

しているの 4段階に分類(図12) した。結果は

図13の示す通りである。半数以上が大きめフー

ドであり，小さめ，普通，ぴったりとしている

ものはそれぞれ， 15%前後とほぼ同程度の割合

メ〉、雪E
~"I 

口ぴったり 15.7%
図小さめ 13.0%
圏普通 15.4%
図大きめ 55.9%

図13 フードの大きさ別出現率

であった。

④ フードの型について

フードの型は，様々でありその型を把握する

ために，よく見る型をA~G とその他，特殊な

型のものをHとし 8種類(図14) に分けた。

表7は，フードの型の出現数を示したものであ

る。その結果，図15に示した通り，頭部の前中

心から後ろ中心に向かつて縫い目のあるA型が

一番多く見られ，全体の約半数はこの型で占め

られており，フードの代表的な型であることが

わかる。次にC型は，全体の約19%であり，こ

の型はセーターやTシャツなど，ニット系の伸

びる素材に多く見られ，すっぽりと頭全体を包

む頭にフィットした型である。 D型は， 12.8% 

と少数ではあるが，コートなどによく使用され，

かぶっていない場合は，セーラーカラーになり

ぴったり 小さめ 普通 大きめ

図12 フードの大きさの分類
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シ]スン除¥型
87 

88 

89 

90 

春 91 

92 

夏 93 

94 

95 

96 

合計

87~88 

88~8S 

89~9C 

90~91 

秋 91~9 

92~93 

冬 93~94 

94~95 

95~9~ 

96~97 

合計

10年の合計

割合(%)

図14 フードの型の分類

表 7 フードの型別出現数

A B C D 

2 (1) 。
5 

IO 2 

16(1) 2 2 

。
。。
。。
。

40(2) 12 11 

12 2 。。
18 。

78(1) 7 (1) 36 26 

45(3) 16 13 

18 10 

6 (1) 

9 2 

10 2 

3 

203(4) 18(2) 81 52 

243(6) 19(2) 93 63 

49.4 3.9 18.9 12.8 

E F G H 

。
。 4 。
。
。

。
。

12 12 。
。 。
。

16(1) 4 

5 。3 。4 。
。

1 (1) 。
30(2) 5 12 

42(2) 6 24 

8.5 1.2 0.4 4.9 

※(  )内は、取り外し式
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0.4% 

合計

口A49.4% 
圏 B 3.9% 
図C18.9% 
図D12.8% 
~E 8.5% 
圏 F 1.2% 
• G 0.4% 
図H 4.9% 

図15 フードの型別出現率

襟の要素を持っている型で，特徴のあるフード

といえる。 E型は，紐で縛るタイプで全体の

8.5%と少ないが，パーカーなどによく見られ

る。また，フードが縫い目で三分されたB型と

横に切り替えの縫い目の入ったF型は最近のダ

ツフルコートなどによく使用されている型であ

る。 G型は，ラベルがあり，上襟がフードにな

っているもので，極少数であった。その他のH

型は，大変ユニークな型のものが多く個性的で

ありシーズンに関係なく見られる。



N まとめ

フードの歴史は，大変古く紀元前より人々に

着用され，始めは単に頭を包む為の布にすぎな

かったと思われるが，年表の作成をすることに

より，フードの型は様々な変遷を経て，フード

のもつ役割が防寒防暑 防護以外に宗教的理由

や装飾目的まであることを改めて認識すること

ができた。そして，現在に至るまで，老若男女

を問わず長い間人々に愛用され，その種類も豊

富で防寒目的のものから礼装用に至るまで大変

幅広く用いられている。

また，ファッション雑誌から10年間のフード

っき衣服を収集する事により， 1990年から92年

にかけて大流行している事が確認できた。また，

季節的には秋冬に好まれる傾向があることが分

かる。

今後は，これらをもとに装飾的なフードと本

来の役割である機能性を満たすフードのパタ}

ンについて研究していきたいと考えている。

終わりに本研究をまとめるにあたり，終始御

指導くださいました本学第二被服研究室中屋典

子教授に深く感謝申し上げます。
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